
研究データ管理事始め︓
Love Data Week 2023

さいごに

国⽴⼤学図書館協会資料委員会オープンサイエンス⼩委員会
神⼾⼤学附属図書館 鈴⽊雅⼦



「RDMのための標準技術の普及」チーム
その他の活動
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国⽴⼤学図書館協会 資料委員会 オープンサイエンス⼩委員会
（⼩委員会） 若⼿職員によるタスクフォース 現役の理系出⾝図書館職員等による専⾨サポートグループ

委員⻑︓永盛克也（京都⼤学） 東京⼤学
名古屋⼤学
京都⼤学
神⼾⼤学

広島⼤学
国⽴⺠族学博物館

北海道⼤学
東北⼤学
東京⼤学
東京⼯業⼤学

富⼭⼤学
名古屋⼤学
奈良先端科学技術⼤学院⼤学
神⼾⼤学

広島⼤学
愛媛⼤学
国⽴情報学研究所京都⼤学

⼤阪⼤学
神⼾⼤学

富⼭⼤学
奈良⼥⼦⼤学
⼤阪教育⼤学

国⽴⼤学図書館のRDM⽀援⼒強化に向けて

⼤学のポリシー策定を⽀援 RDM⽀援業務の設計と図書館職員による実践

RDM⽀援活動の事例分析と共有
海外先進⼤学にインタビューし国内に共有
・⽀援チームメンバーの専⾨分野や経歴は︖
・⽀援チームに参加する図書館職員の役割は︖
・⽀援業務に必要な知識やスキルは︖

どうやって⾝に着けた︖
・研究者から求められているもの・ことは︖

インタビュー先（⼀部調整中）︓ライデン⼤学、
ノルウェー北極⼤学、ケンブリッジ⼤学、ワー
ゲニンゲン⼤学
（京⼤・阪⼤・神⼤・奈⼥・奈教の各図書館に
よる共同翻訳「データ管理で研究者と協⼒する
ために : クックブック」掲載事例から選定）

RDMのための標準技術の普及
RDA編「メタデータ標準カタログ」
⽇本語訳12⽉15⽇（⽊）公開
各学術分野ごとの、研究データ記述⽤標準メタ
データの解説集。理系出⾝図書館員等が各分野
ごとに⽇本語化を監修

策定段階等に応じた課題解決を促進

①研究データポリシー策定のためのワー
クショップ

令和4年11⽉28⽇（⽉）
所属機関のポリシー策定状況や課題を
共有し、少⼈数で意⾒交換・課題解決

②RDM事例共有・意⾒交換会
令和5年1⽉30⽇（⽉）
AXIES・JPCOARの「研究データ管理
事例集」から具体的な実践を紹介

国⽴⼤学図書館が各⼤学の研究データ管理・公開に実質的に貢献

図書館職員のスキル向上

研究データに適切な
メタデータを付して
国際流通性を⾼めら
れるよう、研究者へ
の助⾔・補助

（活動中間報告会）⽉刊JPCOAR 令和5年2⽉15⽇（⽔）14-16時

GakuNin RDMに
触れてみる会
RDM⽀援業務の設計の参考
のため、機能概要を把握
第1回 令和4年12月23日（金）
第2回 令和5年1月11日（水）

NII RDC／
GakuNin RDMに
ついて知識がなく、
画⾯を⾒たことも
ない職員向け

データジャーナルとはど
んなものか南⼭さんに教
えてもらう会

令和5年2月1日（水）
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「根っから⽂系のSさんに理系の研究⽣活はどんな
ものか教えてあげる会」
(⼩委員会内メンバー間の「データ」に関する情報共有・意⾒交換会）

• 理系出⾝メンバーが学⽣時代について詳しめの⾃⼰紹介
• 例えば、観測と⾔っても

• フィールドでネズミを捕まえて⼤きさを計測
• 河川・海⽔のサンプルから濃度を計測
• 実験のための観測装置の性能評価（電圧や光の強度を測定）
• 細胞を育てて顕微鏡で運動性を観測 → 写真撮影

• 「ダウンロードサイエンティスト」（公開・販売データを利⽤）
• 分野特化型DB（タンパク質、強震観測、データ⽬録 etc）

• ⽂系にも、撮影映像・⾳声（⽂化⼈類学）、古⽂書、社会調査

第1回︓令和4年10⽉26⽇⽔
第2回︓令和4年11⽉21⽇⽉
第3回︓令和5年1⽉6⽇⾦
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「オープンサイエンス時代における⼤学図書館の在り⽅
について（審議のまとめ）【概要】（案）」

• 最近では、図書館のデジタル転換や、それを通じた⽀援機能の強化等の取
組についての⽅向性を定めることが求められていることから、⼤学図書館
職員も分野ごとのデータの取扱いや特性の違いを理解する知識までも求め
られるようになってきている。

• 研究データのオープン化への対応に関しては、各⼤学図書館は公開されて
いる研究データの発⾒可能性を⾼める⽅策を検討・実⾏するとともに、研
究の開始から成果公表に⾄るまでのプロセス全体（研究のライフサイク
ル）を視野に⼊れた⼤学全体の研究推進体制の構築や教育のデジタル化の
動向とも連動し、この新しい体制における⼤学図書館の役割を明確にする。

• ⼤学図書館は、これまでの業務に加え、研究データの管理にも携わること
になるため、⼤学における学問の在り⽅や研究のライフサイクルを理解す
ることが不可⽋であり、その中で何が必要かを同定し、適切な⽀援を⾏っ
ていく必要がある。 https://www.mext.go.jp/content/20230130‐mxt_jyohoka01‐000027266_2.pdf
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理系図書館員の出番︕︕

（再掲）

杉田茂樹, “図書館にとっ
てのCSTI報告書レビュー”, 
NII学術情報基盤オープン
フォーラム, 2015.6.11
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• https://www.nii.ac.jp/csi/openforum2015/
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７年も経ってる…
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オープンサイエンス⼩委員会
その他の活動
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アンケート、イベント、海外調査、翻訳、
成果物公開して終わり

じゃなくて、その先
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図書館職員による実践のフェーズへ︕
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